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  放物線
2y x 上に 2 点P, Qがある。線分PQの中点の y 座標を h とする。 

(1) 線分PQの長さ L と傾き m で， h を表せ。 

(2) L を固定したとき， h がとりうる値の最小値を求めよ。 
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(ⅰ) 1L≦ のとき 

´( ) 0f t ≧  であるから ( )f t  は単調増加で 0t   のときに最小となる。 

h の最小値は 
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( )f t は，1 t L   すなわち 1t L   のときに最小となる。 

h の最小値は 
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